
 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁包括発注事業に関する基本方針(案) 
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≪はじめに≫ 

 

■基本方針策定の目的 

田原本町では、効率的・効果的な橋梁保全事業の推進を図るため、平成 30年～令和元年の「産学

官連携による道路ストックの包括的民間委託に向けた共同研究」において設計、施工の包括発注（業

務内容の包括、複数年契約等）に関する検討・審議を行ってきた。本基本方針は上記の検討結果を

踏まえ、この新しい取り組みの導入や継続的な実施に際して必要となる事業の発注条件（契約方式、

支払方法等）、実施体制（モニタリング機関）、事業全体のマネジメント、作業フロー、発注者・設

計者・施工者の三者間における役割分担やリスク分担等について取りまとめ、今後の橋梁保全事業

における積極的な活用、推進に資するものである。 

 

■基本方針の位置づけ 

本基本方針は、橋梁保全事業の包括発注を運用する際に参考となる手続き、運用手順の概要、設

計者・施工者の選定方法・契約方法、実施体制、役割分担の基本的な考え方を定めたものであり、

本基本方針を参照しつつ、関係する法令等に従って、適切な運用に努めることとする。 

なお本基本方針は、今後の運用、試行導入の結果を踏まえ、精査していくことが必要であることを

前提として、新しい契約方式の今後の活用状況や社会情勢の変化等に合わせて、継続的に改善を図

るものとする。 
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業務内容

　橋梁定期点検
・対象橋梁３５９橋（４橋は修繕時に実施済み）に対する定
　期点検を実施する。
・点検結果より健全性を診断する。

　長寿命化修繕計画（修正）

・定期点検での健全度判定結果を踏まえ、路線の重要度、
　概算工費、必要工期等を併せた検討を行い、補修工事の
　優先順位、予算計画等を策定する。
・補修工事と併せ、以降の点検、設計計画を策定する。

　橋梁補修設計

・長寿命化修繕計画をもとに補修設計を実施する。
・今回の包括発注に際しては３箇年の対象橋梁に対して
　年度毎の予算配分に沿って設計を実施する。
・施工者の技術協力を得ながら設計を実施する。（ＥＣＩ方式）

（橋梁補修工事）ECI方式
・施工者へ技術協力を行いながら工事を実施する。
　（ＥＣＩ方式）

全体マネジメント

・設計成果、工事成果の情報を集約・蓄積する
・長寿命化修繕計画で策定した優先順位付けに対する個別
　情報の更新を行う。
・年度毎の包括発注事業について計画案を作成・協議する。

（橋梁補修設計）ECI方式
・設計者へ技術協力を行いながら設計を実施する。
　（ＥＣＩ方式）

　橋梁補修工事
・単年度毎に決定する予算に合わせた工事内容に準拠し
　て補修工事を実施する。
・設計者の技術協力を得ながら工事を実施する。

設計業務

補修工事

業務項目

表１ 包括発注事業の業務内容 

１．事業の目的 

これまで実施してきた設計業務や工事の個別発注に対し、あらたにＥＣＩ方式を前提とした

設計・施工の包括発注（業務内容の包括、複数年契約等）を行うことにより、健全度Ⅲと判定

された早期対策が必要な橋梁群について効率的かつ効果的な維持管理を実践する。 

 

２．事業の発注条件 

  1) 対象橋梁の選定 

    田原本町の橋梁長寿命化計画（＝維持管理シナリオ）に基づき、予防保全へ移行するまでは

健全度Ⅲ以上の橋梁を対象とする。その際、対象エリアや路線ネットワーク、橋梁種別、損傷

種別、概算工費等に着目し策定した年度計画に基づき試行していくものとする。 

   次頁の表２に現時点における年度計画案（Ｒ２年～Ｒ６年の５年間）を示す。 

2) 履行期間 

    履行期間としては、Ｒ２年よりスタートし、健全度Ⅲ判定の橋梁に対する対策が完了するま 

での期間とする。なお、設計・施工の試行段階として直近の３年間は下記①②の試行期間を設 

定し、その後、導入成果を検証していくものとする。 

① 設計業務における履行期間は、［点検］～［長寿命化修繕計画］～［補修設計］～［（補 

修工事）］～［情報管理］となる一連のメンテナンスサイクルを念頭に置き、初期の試行 

段階では３箇年を履行期間とする。 

② 補修工事は、初期の試行段階では２箇年＋１箇年を履行期間とする。 

3) 業務内容 

    業務内容は、下表に示す修繕作業（点検・診断・設計・施工）とし、日常管理、維持作業に

ついては今後の検討課題とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



注）上表の計画については基本計画案であり、その後の事業進捗により前後する場合もある 

予備検討 詳細設計
断面
修復

ひび
割れ
修復

塗装
当て
板

橋面
補修

下部
工

R2 R2 R2 南小学校通学橋 2径間単純鋼H形鋼橋 35.5 2 2.4 Ⅲ 下部 ● ● ● ●

H30 R2 R2 奈かおばし 単純RC床版橋 4.5 1 13.68 Ⅲ 床版、下部 ● ● ●

R2 R2 R2 農振橋側道橋 単純鋼I桁橋 33.8 1 2.5 Ⅲ 主桁 ● ● ● ● ●

R2 R2 R2 神通橋 単純鋼H桁橋、単純PC桁 8.2 1 15 Ⅲ 主桁 ● ● ● ●

H30 R2 R2 屋就橋 単純RC床版橋 7.4 1 6.6 Ⅲ Ⅲ高欄のみ ● ● ●

R2 R2 R2 満田１号線１号橋 2径間単純鋼桁橋 10.7 2 3.5 Ⅲ 全体 ● ● ● ●

H30 R2 R2 味間５号線１号橋 単純鋼H桁橋 9.8 1 4.6 Ⅲ 床版、支承 ● ● ● ●

H30 R2 R2 味間２４号線２号橋 単純RC床版橋 2.2 1 5.4 Ⅲ 床版 ● ● ●

H30 R2 R2 味間１５号線１号橋 単純鋼H桁橋 12.5 1 3.1 Ⅲ 支承 ● ● ●

R２ R2 R2 満田佐味線１号橋 単純RC床版橋 14.1 1 7.5 Ⅲ 下部 ● ● ●

R3 R3 R3 満田佐味線２号橋 単純RC床版橋 5.6 1 7.3 Ⅲ 床版、下部 ● ● ●

R3 R3 R3 満田７号線１号橋 鋼とRC混合床版橋 12.5 1 3.6 Ⅲ Ⅲ高欄のみ ● ● ●

R3 R3 R3 法貴寺３号線１号橋 単純RC床版橋 2.3 1 5 Ⅲ 床版 ● ● ●

R3 R3 R3 八尾６号線１号橋 単純PCラーメン橋 2.1 1 10 Ⅲ Ⅲ高欄のみ ● ● ●

R3 R3 R3 八田７号線１号橋 単純RC床版橋 2 1 5.5 Ⅲ 背面沈下 ● ● ●

R3 R3 R3 南薬王寺８号線１号橋 単純RC床版橋 4.2 1 11.8 Ⅲ Ⅲ地覆のみ ● ● ●

R3 R3 R3 南薬王寺１号線１号橋 単純RC床版橋 4.9 1 6.3 Ⅲ Ⅲ高欄のみ ● ● ●

R3 R3 R3 南三笠１３号線１号橋 単純RC床版橋 2 1 10.5 Ⅲ Ⅲ地覆のみ ● ● ●

R3 R3 R3 東味間大木線２号橋 単純RC床版橋 2.5 1 5.1 Ⅲ 床版 ● ● ●

R3 R3 R3 大網６号線１号橋 単純RC床版橋 3 1 5.5 Ⅲ 床版 ● ● ●

R４ R４ R４ 多宮橋 単純鋼I桁橋 31.6 1 4.7 Ⅲ 支承 ● ●

R４ R４ R４ 大安寺５号線１号橋 単純RC床版橋 3.6 1 4.8 Ⅲ 床版 ● ● ●

R４ R４ R４ 多６号線１号橋 単純RC床版橋 2.2 1 3.6 Ⅲ 下部 ● ● ●

R5 R5 R5 蔵堂１４号線１号橋 単純RC床版橋 3.9 1 5.3 Ⅲ Ⅲ高欄のみ ● ● ●

R5 R5 R5 千代阪手線４号橋 単純RC床版橋 6.1 1 12.6 Ⅲ Ⅲ高欄のみ ● ● ●

R5 R5 R5 千代１号線１号橋 単純RC床版橋 3.7 1 8.2 Ⅲ Ⅲ高欄のみ ● ● ●

R5 R5 R5 西八尾７号線１号橋 単純RC床版橋 3 1 7 Ⅲ 床版 ● ● ●

R5 R5 R5 西八尾１号線１号橋 単純RC床版橋 4.3 1 6 Ⅲ Ⅲ高欄のみ ● ● ●

R5 R5 R5 西八尾１号線２号橋 単純RC床版橋 6 1 5.3 Ⅲ 床版 ● ● ●

H27 H27 R5 西竹田15号線1号橋 2径間単純鋼H形鋼橋 34.8 2 1.84 Ⅲ 主桁 ● ● ● ● ●

R5 R5 R5 西鍵１号線１号橋 単純RC床版橋 2 1 9.1 Ⅲ Ⅲ防護柵 ● ● ●

R5 R5 R5 秦庄１０号線１号橋 単純鋼H桁橋 5.1 1 6.35 Ⅲ 床版 ● ● ● ●

R5 R5 R5 三笠新木線１号橋 単純PC床版橋 7.7 1 4.7 Ⅲ 下部 ● ● ●

R6 R6 R6 阪手西１２号線１号橋 単純RC床版橋 4 1 6.5 Ⅲ 下部、防護柵 ● ● ●

R6 R6 R6 佐味２１号線２号橋 単純鋼H桁橋 12.4 1 2.6 Ⅲ 主桁、横桁 ● ● ● ●

R6 R6 R6 阪手８号線１号橋 単純RCラーメン橋 5.4 1 25 Ⅲ 床版、下部 ● ● ●

R6 R6 R6 黒田５号線１号橋 単純RC床版橋 2.4 1 6 Ⅲ 床版 ● ● ●

R6 R6 R6 黒田１４号線１号橋 単純RC床版橋 2.7 1 4 Ⅲ 床版 ● ● ●

R6 R6 R6 為川北方４号線１号橋 桁橋I橋（合成） 13.7 1 4.4 Ⅲ 床版 ● ● ● ●

補修内容

判定区分 判定IIIの部材

設計

工事 橋名 形式 橋長(m) 径間数 全幅(m)

表２ 橋梁包括発注事業対象橋梁（5年間）基本計画（案） 
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【基本契約】

３年目
【年度契約】

①－－－－－
②－－－－－
③－－－－－
④－－－－－

２年目
【年度契約】

①－－－－－
②－－－－－
③－－－－－
④－－－－－

１年目
【年度契約】

①－－－－－
②－－－－－
③－－－－－
④－－－－－

工事期間：契約締結日～○年○月○日
工事費用：○○○○○円（３年間総額）

業務区分 選定方法 内　容

設計業務 プロポーザル方式
橋梁定期点検、橋梁長寿命化修繕計画
橋梁補修設計、橋梁補修工事（技術協力）
情報管理

工　　　事 価格競争方式 橋梁補修設計（技術協力）、橋梁補修工事

表３  落札者の選定方法 

図２ 発注・契約方式のイメージ 

4) 発注・契約方式 

橋梁包括発注（複数年契約）に際しては、下図に示す「基本契約の締結による発注」を採用し、

令和２年度からの試行業務（設計業務、工事の各発注）において試行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5) 落札者の選定方法 

  落札者の選定方法は「維持管理等の入札契約方式ガイドライン(案)」を参考に下表の通りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6) ＥＣＩ方式（田原本町）の活用 

橋梁包括発注事業においては、これまで試行してきたＥＣＩ方式（田原本町）を継続して活用し、

設計業務と工事の発注に際して三者協定の締結及びこの協定に基づく相互協力を行いながら円滑な

事業の進捗を図るものとする。 

 

 

 

 

 

 

 



図３ 事業の実施体制図 

設計承認
検　　査

工法検討
詳細設計

発注者

施工者設計者

施工承認
検　　査

施工計画
工事実施

現地情報提供
仮設足場等提供

設計意図伝達
施工確認（ＣＭ）

・事業計画　　　　　　 ・工程進捗管理
・事業発注・検査　　  ・設計・施工承認
・地元協議、説明会　・三者協議会運営

・全体マネジメント
・設計計画　　・施工計画
・現地調査　　・関係機関協議
・工法検討　　・図面、数量
・詳細設計　　
・三者協議会資料作成

・施工計画　　　　・関係機関協議
・施工工程計画　・図面、数量（竣工）
・工事提出書類　・設計照査　　
・三者協議会資料作成

「包括発注事業モニタリング委員会」
　　・委員長：学識経験者
　　・委　 員：田原本町
　　・事務局：田原本町
　　　(資料作成：設計コンサルタント）

三者協議会

３．事業の実施体制（モニタリング機関の設置） 

事業の実施体制は、ＥＣＩ方式（田原本町）における体制を基本とする。また、事業全体の適正

な運用を確認する目的から下図に示すモニタリング機関を設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）モニタリング機関の設置 

① 目的：包括発注による各業務の品質確保に関するモニタリングの実施 

② 人員構成：発注者、学識経験者、 

③ 活動内容： 

・設計者から提出される点検結果（点検調書）の確認及び指導 

    ・設計者から提出される長寿命化修繕計画の内容確認及び指導  

    ・設計者から提出される設計図書の確認・指導 

    ・施工者から提出される工事記録（中間、最終）の確認・指導 

④ 活動頻度：各年度１回開催（年度末） 

 

（２）全体マネジメントについて 

  １）全体マネジメントの必要性 

   複数年契約（５箇年）の中で、年度毎の設計・施工成果に関する情報の集約や長寿命化修繕計

画及び予算を踏まえた年度初の事業内容検討に対し、全体マネジメントとしての契約項目を提

案し、事業全体の合理的かつ効果的な進捗を図る。 



【全体マネジメントの作業内容】

実施時期

①　情報管理 ・年度毎の設計・施工成果に関する情報の集約・蓄積 年度末

②　事業計画 ・年度毎に変動する予算計画に即した事業計画の検討 年度初

③　提出書類管理 ・モニタリング機関への提出書類管理（設計、施工共） 年度末

項目
作業内容

内　　　容

三者協議会

方針決定

リスク対応実施

リスク分担表

リスク発生

三者協議会召集 発注者が招集する

リスクが事前に想定
される場合も含む

図４  リスク発生時の協議手順 

表４ 全体マネジメントの作業内容 

  ２）全体マネジメントの作業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本作業項目については作業内容に即した適切なフィーの設定（見積り等）が必要となる。 

 

 

４．役割分担及びリスク分担 

１） 三者の役割分担 

当該事業では、ＥＣＩ方式（田原本町）を活用した橋梁包括発注を行うことから「H30.2 田原本

町における橋梁保全事業に関する ECI 方式ガイドライン」に基づく三者の相互協力を前提とし、巻

末に示す役割分担を設定する。 

 

２）リスク分担 

リスク分担については、想定されるリスクを対象とし、その発生の可能性やリスクが発生した場 

合の影響の大きさ、影響を受ける期間等についてランク付けを実施した上、巻末表のように設定す

る。なお、リスク発生の際にはリスク分担表（標準例）を参考に下図の手順により適切に協議する

ものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



図５ 事業フレーム 

【橋梁包括発注事業（ＥＣＩ方式）】
　　　
　　
　

　■計画・設計（P)

　①プロジェクト計画（業務計画）
　②補修対策優先順位付け
　　　⇒　過年度定期点検他資料より実施
　　　⇒　事後保全対応の橋梁から優先して対策を立案
　③点検・診断発注計画
　④設計業務発注計画
　⑤工事発注計画
　⑥関係機関協議

　■補修設計、補修工事（D)

  ■記録・更新（A)

　①台帳更新
　②長寿命化計画更新
　③維持管理データベース化

　■点検・評価（C)

　［橋梁定期点検］
　①足場設置
　②橋梁定期点検
　③健全度診断
　④点検調書作成

≪構成≫
・学識経験者
・発注者

　<報告>
　・設計図書
　・点検調書
　・長寿命化更新
　・工事記録

　<確認・検証>

受注者
（設計会社）

発注者
受注者

（施工会社）

橋梁包括発注
事業ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

委員会

　<発注・協議>

[補修工事]
　①足場設置
　②損傷個所、寸法形状等確認（対象：健全度評価Ⅲ）
　③補修工事（ひび割れ注入、断面修復、再塗装等）
　④出来形検査
　⑤竣工図、記録写真

[補修設計]　
　①現地踏査（確認）
　②対策工法検討
　③補修設計（設計・図面・数量、施工計画）

５．事業フレーム 

  当該事業の事業フレームを下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



表５ 役割分担表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



算
出
式
　

 重
要
度
（
費
用
）
＝
発
生
確
率
　

×
　
影
響
度
（費

用
）

　
　
　
　
　
　
重
要
度
（
期
間
）＝

発
生
確
率
　
×
　
影
響
度
（期

間
）

　
　
　
　
　
　
リ
ス
ク
評
価
ラ
ン
キ
ン
グ
　
　
＝
　
　
重
要
度
（費

用
）
×
重
要
度
（
期
間
）

設
計

者
施

工
者

発
生

確
率

影
響

度
（
費

用
）

影
響

度
（
期

間
）

重
要

度
（
費

用
）

重
要

度
（
期

間
）

募
集

要
項

等
の

リ
ス

ク
1

募
集

要
項

等
の

誤
り

に
関

す
る

も
の

、
内

容
の

変
更

に
関

す
る

も
の

等
○

低
い

/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

入
札

参
加

リ
ス

ク
2

入
札

参
加

費
用

の
負

担
○

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

3
町

の
責

に
帰

す
べ

き
事

由
に

よ
り

、
契

約
が

締
結

で
き

な
い

場
合

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

4
受

託
者

の
責

に
帰

す
べ

き
事

由
に

よ
り

契
約

が
締

結
で

き
な

い
場

合
○

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

5
受

託
者

と
契

約
が

結
べ

な
い

、
ま

た
は

契
約

手
続

き
に

時
間

が
か

か
る

場
合

○
○

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

議
会

の
否

決
等

に
よ

り
契

約
が

締
結

で
き

な
い

場
合

。
そ

れ
ま

で
官

民
に

か
か

っ
た

費
用

は
各

々
が

負
担

す
る

。

政
治

行
政

リ
ス

ク
6

町
の

政
策

の
変

更
（
本

委
託

に
直

接
影

響
を

及
ぼ

す
も

の
）
に

よ
る

も
の

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

7
法

制
度

の
新

設
・
変

更
に

関
す

る
も

の
（
本

委
託

に
類

型
的

ま
た

は
特

別
に

影
響

を
及

ぼ
す

も
の

）
○

低
い

/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

8
そ

の
他

の
法

制
度

の
新

設
・
変

更
に

関
す

る
も

の
○

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

9
許

認
可

の
遅

延
に

関
す

る
も

の
（
町

が
申

請
・
取

得
す

る
も

の
）

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

1
0

許
認

可
の

遅
延

に
関

す
る

も
の

（
受

託
者

が
申

請
・
取

得
す

る
も

の
）

○
○

低
い

/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

1
1

一
般

的
な

税
制

変
更

（
新

税
含

む
）
に

関
す

る
も

の
の

う
ち

、
収

益
関

係
税

、
外

形
標

準
課

税
の

変
更

に
関

す
る

も
の

○
○

低
い

/
１

中
/
２

低
い

/
１

低
い

/
２

低
い

/
１

２
→

低
い

1
2

一
般

的
な

税
制

変
更

（
新

税
含

む
）
に

関
す

る
も

の
の

う
ち

、
上

記
以

外
の

変
更

に
関

す
る

も
の

○
低

い
/
１

中
/
２

低
い

/
１

低
い

/
２

低
い

/
１

２
→

低
い

1
3

消
費

税
の

範
囲

や
税

率
の

変
更

に
関

す
る

も
の

○
低

い
/
１

中
/
２

低
い

/
１

低
い

/
２

低
い

/
１

２
→

低
い

町
が

支
払

う
消

費
税

に
つ

い
て

は
、

予
算

措
置

等
必

要
な

手
続

き
を

行
っ

た
上

で
増

額
分

を
支

払
う

。
減

税
措

置
が

あ
っ

た
場

合
は

減
額

変
更

を
行

う
。

1
4

委
託

に
特

定
的

な
税

制
の

新
設

・
変

更
に

関
す

る
も

の
○

低
い

/
１

中
/
２

低
い

/
１

低
い

/
２

低
い

/
１

２
→

低
い

物
価

変
動

リ
ス

ク
1
5

物
価

変
動

（
イ

ン
フ

レ
、

デ
フ

レ
）
に

伴
う

、
受

託
者

の
費

用
の

増
減

に
よ

る
も

の
低

い
/
１

高
い

/
３

高
い

/
３

中
/
３

中
/
３

９
→

中

技
術

基
準

変
更

リ
ス

ク
1
6

施
設

等
の

設
置

基
準

、
管

理
基

準
の

変
更

等
に

関
す

る
も

の
低

い
/
１

高
い

/
３

高
い

/
３

中
/
３

中
/
３

９
→

中

1
7

沿
道

住
民

お
よ

び
道

路
利

用
者

の
道

路
管

理
・
運

営
に

関
す

る
反

対
運

動
の

訴
訟

・
要

望
活

動
に

関
す

る
も

の
○

低
い

/
１

低
い

/
１

中
/
２

低
い

/
１

中
/
２

２
→

低
い

1
8

上
記

以
外

の
も

の
（
受

託
者

が
行

う
事

務
、

調
査

、
設

計
、

工
事

に
関

す
る

要
望

等
）

△
○

○
低

い
/
１

低
い

/
１

中
/
２

低
い

/
１

中
/
２

２
→

低
い

1
9

用
地

か
ら

有
害

物
質

が
発

見
さ

れ
た

場
合

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

中
/
２

中
/
２

４
→

低
い

2
0

受
託

者
が

行
う

業
務

に
起

因
す

る
、

有
害

物
質

の
排

出
・
漏

洩
、

騒
音

、
振

動
、

土
壌

汚
染

、
大

気
汚

染
、

水
質

汚
濁

、
光

、
臭

気
に

関
す

る
も

の
○

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

中
/
２

中
/
２

４
→

低
い

2
1

受
託

者
以

外
に

起
因

す
る

、
有

害
物

質
の

排
出

・
漏

洩
、

騒
音

、
振

動
、

土
壌

汚
染

、
大

気
汚

染
、

水
質

汚
濁

、
光

、
臭

気
に

関
す

る
も

の
○

低
い

/
１

中
/
２

中
/
２

中
/
２

中
/
２

４
→

低
い

2
2

受
託

者
が

行
う

作
業

業
務

に
起

因
す

る
事

故
、

予
め

予
測

さ
れ

る
施

設
の

劣
化

な
ど

維
持

管
理

の
不

備
に

よ
る

事
故

に
関

す
る

も
の

○
○

低
い

/
１

中
/
２

中
/
２

中
/
２

中
/
２

４
→

低
い

2
3

上
記

以
外

の
も

の
（
町

が
行

う
業

務
に

起
因

す
る

事
故

、
既

存
施

設
の

設
置

に
関

わ
る

隠
れ

た
瑕

疵
に

起
因

す
る

事
故

等
）

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

中
/
２

中
/
２

４
→

低
い

2
4

通
常

避
け

る
こ

と
が

不
可

能
な

地
盤

沈
下

、
地

下
水

断
絶

等
に

よ
り

第
三

者
に

損
害

を
与

え
た

場
合

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

中
/
２

中
/
２

４
→

低
い

不
可

抗
力

リ
ス

ク
2
5

天
災

・
暴

動
な

ど
に

よ
り

事
業

が
中

止
さ

れ
た

場
合

低
い

/
１

中
/
２

中
/
２

中
/
２

中
/
２

４
→

低
い

暴
風

、
豪

雨
、

洪
水

、
地

震
、

落
盤

、
火

災
、

暴
動

、
テ

ロ
、

そ
の

他
町

や
受

託
者

の
責

に
帰

す
こ

と
が

で
き

な
い

自
然

的
ま

た
は

人
的

な
現

象

2
6

基
準

を
満

足
し

て
い

な
い

部
材

の
発

覚
○

中
/
２

高
い

/
３

中
/
２

高
い

/
６

中
/
４

２
４

→
高

い
基

準
を

満
足

し
て

い
な

い
部

材
が

発
覚

す
る

こ
と

に
よ

り
、

損
傷

が
放

置
さ

れ
進

行
す

る
。

損
傷

が
進

行
す

る
こ

と
で

、
最

悪
の

場
合

、
落

橋
等

に
よ

る
第

三
者

被
害

が
生

じ
る

。

2
7

点
検

結
果

分
析

の
瑕

疵
等

○
中

/
２

高
い

/
３

中
/
２

高
い

/
６

中
/
４

２
４

→
高

い
ず

さ
ん

な
品

質
管

理

2
8

ず
さ

ん
な

安
全

管
理

に
よ

り
足

場
の

崩
壊

等
事

故
が

発
生

し
た

場
合

○
○

低
い

/
１

低
い

/
１

中
/
２

低
い

/
１

低
い

/
２

２
→

低
い

安
全

計
画

の
立

案
が

不
十

分
の

た
め

、
足

場
の

崩
壊

・
高

所
作

業
車

の
転

倒
等

が
発

生
す

る
。

ま
た

、
そ

の
こ

と
に

よ
り

、
第

三
者

被
害

に
つ

な
が

る
。

2
9

自
然

災
害

に
よ

り
足

場
の

崩
壊

等
事

故
が

発
生

し
た

場
合

○
○

低
い

/
１

低
い

/
１

中
/
２

低
い

/
１

低
い

/
２

２
→

低
い

災
害

時
の

避
難

経
路

の
確

認
、

連
絡

体
制

確
立

の
不

備
に

よ
り

、
災

害
へ

の
対

応
が

遅
れ

る
。

そ
の

結
果

、
高

所
作

業
車

の
転

倒
、

作
業

員
の

転
落

等
の

事
故

が
生

じ
る

。

3
0

ず
さ

ん
な

工
程

管
理

に
よ

る
も

の
○

中
/
２

低
い

/
１

低
い

/
１

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

当
初

の
工

程
計

画
に

不
備

が
あ

り
、

材
料

の
調

達
期

間
、

施
工

期
間

の
把

握
不

足
、

人
材

の
確

保
不

足
等

が
発

生
す

る
。

そ
の

結
果

、
作

業
が

順
次

先
送

り
と

な
り

、
全

体
工

程
に

遅
延

が
生

じ
る

。

3
1

品
質

・
仕

様
等

に
関

す
る

基
準

の
改

訂
に

よ
る

も
の

○
○

中
/
２

低
い

/
１

低
い

/
１

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

国
交

省
に

よ
る

点
検

基
準

・
頻

度
等

が
改

定
さ

れ
る

場
合

が
あ

る
。

そ
れ

を
適

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
点

検
費

用
の

増
加

、
工

程
の

遅
延

が
生

じ
る

。

3
2

自
然

災
害

等
に

よ
り

業
務

の
対

象
範

囲
に

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
○

低
い

/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

点
検

作
業

実
施

中
の

部
材

に
新

た
な

損
傷

が
発

生
す

る
。

そ
れ

に
伴

い
、

作
業

効
率

の
ロ

ス
が

発
生

し
、

人
件

費
の

負
担

増
、

工
期

の
遅

延
・
作

業
中

止
が

生
じ

る
。

3
3

自
然

災
害

等
に

よ
り

業
務

に
遅

延
が

発
生

し
た

場
合

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

自
然

災
害

に
よ

り
足

場
の

崩
壊

・
高

所
作

業
車

の
転

倒
が

発
生

す
る

。
そ

の
こ

と
に

よ
り

、
作

業
効

率
の

ロ
ス

が
発

生
し

、
人

件
費

の
負

担
増

、
工

期
の

遅
延

が
生

じ
る

。

関
係

法
令

変
更

リ
ス

ク
3
4

情
報

収
集

の
不

足
に

よ
り

法
令

変
更

に
対

応
し

な
か

っ
た

場
合

-
-

-
低

い
/
１

低
い

/
１

中
/
２

低
い

/
１

低
い

/
２

２
→

低
い

国
交

省
に

よ
る

点
検

基
準

・
頻

度
等

の
改

定

社
会

経
済

状
況

の
変

化
リ

ス
ク

3
5

状
況

把
握

の
不

足
○

低
い

/
１

中
/
２

低
い

/
１

低
い

/
２

低
い

/
１

２
→

低
い

金
融

危
機

や
テ

ロ
な

ど
不

可
抗

力
な

事
象

に
よ

り
、

作
業

が
休

止
ま

た
は

中
止

に
よ

り
、

工
程

が
遵

守
さ

れ
な

い
。

環
境

リ
ス

ク
3
6

日
常

点
検

の
不

足
に

よ
り

早
期

発
見

・
対

処
が

出
来

な
か

っ
た

場
合

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

3
7

受
託

者
に

起
因

す
る

地
域

住
民

と
の

ト
ラ

ブ
ル

・
紛

争
○

低
い

/
１

中
/
２

高
い

/
３

低
い

/
２

中
/
３

６
→

低
い

施
工

中
に

地
元

説
明

等
の

不
足

に
よ

る
地

域
住

民
の

合
意

を
得

ら
れ

な
い

。
合

意
が

得
ら

れ
な

い
こ

と
に

よ
り

、
工

程
が

遵
守

さ
れ

な
い

。

3
8

府
に

起
因

す
る

地
域

住
民

と
の

ト
ラ

ブ
ル

・
紛

争
低

い
/
１

中
/
２

高
い

/
３

低
い

/
２

中
/
３

６
→

低
い

施
工

前
に

地
元

説
明

等
の

不
足

に
よ

る
地

域
住

民
の

合
意

を
得

ら
れ

な
い

。
そ

の
た

め
に

、
受

託
者

が
作

業
に

着
手

が
で

き
な

い
、

ま
た

は
、

施
工

前
に

ｽ
ﾄｯ

ﾌ
ﾟす

る
こ

と
で

、
工

程
が

遵
守

さ
れ

な
い

。

3
9

住
民

同
士

の
ト

ラ
ブ

ル
等

、
府

・
受

託
者

い
ず

れ
の

責
め

に
も

よ
ら

な
い

も
の

低
い

/
１

中
/
２

高
い

/
３

低
い

/
２

中
/
３

６
→

低
い

住
民

同
士

の
ト

ラ
ブ

ル
に

よ
り

、
施

工
が

実
施

で
き

な
い

。
こ

の
場

合
、

作
業

着
手

が
で

き
な

い
こ

と
に

よ
り

、
点

検
・
診

断
が

で
き

ず
、

補
修

設
計

・
工

事
の

着
手

が
遅

れ
、

第
三

者
災

害
の

リ
ス

ク
が

高
ま

る
。

補
足

説
明

協
議

事
項

協
議

事
項受

託
者

田
原

本
町

事
前

リ
ス

ク
評

価
リ

ス
ク

評
価

ラ
ン

キ
ン

グ

第
三

者
賠

償
リ

ス
ク

点 検 業 務

点
検

結
果

の
品

質
リ

ス
ク

点
検

中
の

事
故

リ
ス

ク

地
域

住
民

対
応

リ
ス

ク

工
期

延
伸

リ
ス

ク

自
然

災
害

リ
ス

ク

段
階

許
認

可
リ

ス
ク

協
議

事
項

共 通

契
約

締
結

リ
ス

ク

税
制

度
リ

ス
ク

法
制

度
リ

ス
ク

住
民

対
応

リ
ス

ク

環
境

問
題

リ
ス

ク

リ
ス

ク
の

内
容

N
o
.

リ
ス

ク
の

種
類

表
６
 
リ
ス
ク
分
担
表

(1
/
2)
（
標
準
案
）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



算
出
式
　

 重
要
度
（
費
用
）
＝
発
生
確
率
　

×
　
影
響
度
（
費
用
）

　
　
　
　
　
　
重
要
度
（
期
間
）
＝
発
生
確
率
　
×
　
影
響
度
（
期
間
）

　
　
　
　
　
　
リ
ス
ク
評
価
ラ
ン
キ
ン
グ
　
　
＝
　
　
重
要
度
（
費
用
）
×
重
要
度
（
期
間
）

設
計

者
施

工
者

発
生

確
率

影
響

度
（
費

用
）

影
響

度
（
期

間
）

重
要

度
（
費

用
）

重
要

度
（
期

間
）

劣
化

進
行

リ
ス

ク
4
0

状
況

把
握

が
不

足
し

、
早

急
な

処
置

が
実

施
で

き
な

か
っ

た
場

合
○

低
い

/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

定
期

点
検

後
に

発
生

し
た

損
傷

に
よ

り
、

補
修

設
計

が
実

施
さ

れ
ず

、
損

傷
が

放
置

さ
れ

進
行

す
る

。
そ

の
結

果
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

片
の

剥
落

な
ど

が
発

生
し

。
第

三
者

被
害

に
つ

な
が

る
。

ま
た

、
大

幅
な

設
計

変
更

に
よ

る
予

算
超

過
に

な
る

。

コ
ス

ト
増

大
リ

ス
ク

4
1

物
価

変
動

の
計

画
へ

の
反

映
や

、
適

切
な

更
新

が
遅

延
し

た
場

合
○

低
い

/
１

高
い

/
３

高
い

/
３

中
/
３

中
/
３

９
→

中
物

価
変

動
（
イ

ン
フ

レ
、

デ
フ

レ
）
に

伴
う

、
受

託
者

の
費

用
（
但

し
委

託
料

相
当

分
）
の

増
減

に
よ

る
も

の

自
然

災
害

リ
ス

ク
4
2

危
機

管
理

対
策

、
体

制
管

理
の

瑕
疵

○
中

/
２

高
い

/
３

高
い

/
３

高
い

/
６

高
い

/
６

３
６

→
高

い
自

然
災

害
発

生
時

の
連

絡
体

制
の

不
備

、
工

事
中

止
基

準
の

不
徹

底
等

に
よ

り
、

高
所

作
業

車
の

転
倒

、
作

業
員

の
転

落
等

が
発

生
す

る
。

予
算

措
置

の
変

更
リ

ス
ク

4
3

発
注

金
額

に
見

合
っ

た
予

算
が

確
保

さ
れ

な
い

場
合

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

関
係

法
令

変
更

リ
ス

ク
4
4

情
報

収
集

の
不

足
に

よ
り

法
令

変
更

に
対

応
し

な
か

っ
た

場
合

○
低

い
/
１

低
い

/
１

中
/
２

低
い

/
１

低
い

/
２

２
→

低
い

社
会

経
済

状
況

の
変

化
リ

ス
ク

4
5

状
況

把
握

の
不

足
○

低
い

/
１

中
/
２

低
い

/
１

低
い

/
２

低
い

/
１

２
→

低
い

道
路

施
設

管
理

に
関

す
る

技
術

の
更

新
費

用
が

、
協

定
で

定
め

ら
れ

た
想

定
を

超
過

す
る

も
の

道
路

施
設

管
理

に
関

す
る

技
術

の
陳

腐
化

に
よ

る
追

加
投

資

管
理

方
針

変
更

リ
ス

ク
4
6

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
と

財
政

状
況

の
不

整
合

に
対

応
し

た
計

画
の

更
新

が
遅

延
し

た
場

合
○

低
い

/
１

中
/
２

高
い

/
３

低
い

/
２

中
/
３

６
→

低
い

政
策

の
変

更
（
本

委
託

に
直

接
影

響
を

及
ぼ

す
も

の
）
に

よ
る

も
の

需
要

変
動

リ
ス

ク
4
7

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
の

適
切

な
把

握
が

行
わ

れ
ず

、
計

画
の

更
新

内
容

に
瑕

疵
が

生
じ

た
場

合
○

低
い

/
１

中
/
２

高
い

/
３

低
い

/
２

中
/
３

６
→

低
い

4
8

基
準

を
満

た
し

て
い

な
い

部
材

の
発

覚
等

、
隠

れ
た

瑕
疵

に
起

因
す

る
も

の
○

低
い

/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

基
準

を
満

足
し

て
い

な
い

部
材

が
発

覚
（
強

度
偽

装
等

）
す

る
こ

と
に

よ
り

、
損

傷
が

放
置

さ
れ

進
行

し
、

落
橋

等
に

よ
る

第
三

者
被

害
、

設
計

の
手

戻
り

、
設

計
費

用
の

増
加

、
工

期
の

遅
延

が
生

じ
た

場
合

。

4
9

定
期

点
検

後
に

発
生

し
た

損
傷

等
、

隠
れ

た
瑕

疵
に

起
因

す
る

も
の

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

定
期

点
検

後
に

発
生

し
た

損
傷

が
放

置
さ

れ
進

行
し

、
そ

の
結

果
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

片
の

剥
落

な
ど

の
第

三
者

被
害

が
発

生
、

ま
た

、
大

幅
な

設
計

変
更

に
よ

る
予

算
超

過
に

な
る

場
合

。

5
0

点
検

結
果

の
不

備
等

、
隠

れ
た

瑕
疵

に
起

因
す

る
も

の
○

低
い

/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

現
場

と
点

検
結

果
と

の
不

整
合

の
発

覚
に

よ
り

、
設

計
項

目
が

増
加

し
、

設
計

費
の

増
大

と
工

期
の

遅
延

が
生

じ
た

場
合

。

5
1

設
計

時
に

存
知

し
得

な
い

事
象

・
瑕

疵
に

起
因

す
る

も
の

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

当
初

想
定

し
得

な
い

土
中

構
造

（
橋

台
、

パ
ラ

ペ
ッ

ト
等

）
・
埋

設
物

等
に

伴
う

構
造

変
更

。
設

計
の

手
戻

り
、

設
計

費
用

の
増

加
、

工
期

の
遅

延
が

生
じ

た
場

合
。

5
2

設
計

の
瑕

疵
等

、
受

託
者

の
責

め
に

よ
る

も
の

○
低

い
/
１

中
/
２

中
/
２

低
い

/
２

低
い

/
２

４
→

低
い

補
修

設
計

の
不

備
、

性
能

不
足

等
に

よ
り

、
損

傷
が

進
行

し
、

劣
化

し
、

そ
の

結
果

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
片

の
剥

落
な

ど
に

よ
る

第
三

者
被

害
、

設
計

の
手

戻
り

、
設

計
費

用
の

増
加

、
工

期
の

遅
延

が
生

じ
た

場
合

。

5
3

ず
さ

ん
な

工
程

管
理

に
よ

る
も

の
○

低
い

/
１

低
い

/
１

低
い

/
１

低
い

/
１

低
い

/
１

１
→

低
い

工
程

管
理

の
不

備
、

ず
さ

ん
さ

等
に

よ
り

、
調

査
期

間
の

把
握

不
足

、
人

材
の

確
保

不
足

が
生

じ
、

こ
れ

に
よ

り
、

補
修

設
計

の
不

備
、

工
程

の
遅

れ
が

発
生

し
た

場
合

。

5
4

品
質

・
仕

様
等

に
関

す
る

基
準

の
改

訂
に

よ
る

も
の

○
低

い
/
１

低
い

/
１

低
い

/
１

低
い

/
１

低
い

/
１

１
→

低
い

発
注

後
に

、
国

交
省

に
よ

る
品

質
・
仕

様
等

に
関

す
る

基
準

が
改

定
さ

れ
る

場
合

あ
が

る
。

そ
れ

を
適

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
補

修
設

計
の

手
戻

り
に

よ
る

設
計

費
用

の
増

加
、

工
期

の
遅

延
が

生
じ

た
場

合
。

5
5

自
然

災
害

等
に

よ
り

業
務

の
対

象
範

囲
に

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
○

低
い

/
１

高
い

/
３

高
い

/
３

中
/
３

中
/
３

９
→

中
地

震
に

よ
る

上
部

工
の

落
橋

、
増

水
に

よ
る

上
部

工
の

流
出

が
生

じ
、

設
計

項
目

の
大

幅
な

変
更

が
発

生
し

、
設

計
費

用
の

増
加

、
工

期
の

遅
延

が
生

じ
た

場
合

。

5
6

自
然

災
害

等
に

よ
り

業
務

に
遅

延
が

発
生

し
た

場
合

○
低

い
/
１

高
い

/
３

高
い

/
３

中
/
３

中
/
３

９
→

中
自

然
災

害
に

よ
る

周
辺

道
路

の
陥

没
・
建

設
物

の
倒

壊
等

が
生

じ
、

対
象

範
囲

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
遮

断
さ

れ
、

工
程

の
遅

延
が

生
じ

た
場

合
。

5
7

ず
さ

ん
な

安
全

管
理

に
よ

り
足

場
の

崩
壊

等
事

故
が

発
生

し
た

場
合

○
○

低
い

/
１

高
い

/
３

中
/
２

中
/
３

低
い

/
２

６
→

低
い

安
全

計
画

の
立

案
が

不
十

分
の

た
め

、
足

場
の

崩
壊

・
高

所
作

業
車

の
転

倒
等

が
発

生
す

る
。

そ
の

こ
と

に
よ

り
、

第
三

者
被

害
が

発
生

し
た

場
合

。

5
8

自
然

災
害

に
よ

り
足

場
の

崩
壊

等
事

故
が

発
生

し
た

場
合

低
い

/
１

高
い

/
３

中
/
２

中
/
３

低
い

/
２

６
→

低
い

自
然

災
害

に
よ

り
足

場
の

崩
壊

・
高

所
作

業
車

の
転

倒
が

発
生

す
る

。
そ

の
こ

と
に

よ
り

、
第

三
者

被
害

、
人

件
費

の
負

担
増

、
工

期
の

遅
延

が
生

じ
た

場
合

。

5
9

ず
さ

ん
な

管
理

に
よ

る
も

の
○

低
い

/
１

高
い

/
３

高
い

/
３

中
/
３

中
/
３

９
→

中
施

工
不

良
等

に
よ

り
、

手
戻

り
が

生
じ

、
そ

れ
に

伴
い

、
工

程
の

遅
延

、
材

料
の

再
購

入
、

人
件

費
の

負
担

に
よ

る
コ

ス
ト

の
増

加
が

生
じ

た
場

合
。

6
0

品
質

管
理

の
ず

さ
ん

さ
等

、
受

託
者

の
責

め
に

よ
る

も
の

○
低

い
/
１

高
い

/
３

高
い

/
３

中
/
３

中
/
３

９
→

中
使

用
材

料
の

選
定

ミ
ス

、
作

業
員

の
技

術
不

足
、

施
工

管
理

の
未

熟
さ

か
ら

、
適

切
な

補
修

工
事

が
行

わ
れ

ず
、

劣
化

に
つ

な
が

る
。

そ
の

こ
と

に
よ

り
、

橋
梁

の
劣

化
が

進
行

し
、

第
三

者
被

害
・
最

悪
の

場
合

、
落

橋
と

な
っ

た
場

合
。

6
1

品
質

・
仕

様
等

に
関

す
る

基
準

の
改

訂
に

よ
る

も
の

○
低

い
/
１

高
い

/
３

高
い

/
３

中
/
３

中
/
３

９
→

中
発

注
後

に
、

国
交

省
に

よ
る

品
質

・
仕

様
等

に
関

す
る

基
準

が
改

定
さ

れ
、

そ
れ

を
適

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
材

料
の

再
購

入
、

施
工

の
や

り
直

し
等

が
発

生
し

た
場

合
。

6
2

設
計

ミ
ス

、
図

面
と

現
場

の
不

整
合

等
の

瑕
疵

に
起

因
す

る
も

の
○

低
い

/
１

高
い

/
３

高
い

/
３

中
/
３

中
/
３

９
→

中
部

材
と

図
面

と
の

不
整

合
の

発
覚

に
よ

り
、

補
修

工
事

の
手

戻
り

、
や

り
直

し
等

が
発

生
す

る
。

そ
の

こ
と

に
よ

り
、

補
修

工
事

費
の

増
大

と
工

期
の

遅
延

が
生

じ
た

場
合

。

6
3

工
程

管
理

の
ず

さ
ん

さ
等

、
受

託
者

の
責

め
に

よ
る

も
の

○
中

/
２

中
/
２

低
い

/
１

中
/
４

低
い

/
２

８
→

低
い

当
初

の
工

程
計

画
に

不
備

が
あ

り
、

材
料

の
調

達
期

間
、

施
工

期
間

の
把

握
不

足
、

人
材

の
確

保
不

足
等

が
発

生
す

る
。

そ
の

結
果

、
作

業
が

順
次

先
送

り
と

な
り

、
全

体
工

程
に

遅
延

が
生

じ
た

場
合

。

6
4

不
可

抗
力

に
よ

る
町

・
受

託
者

い
ず

れ
の

責
め

に
も

よ
ら

な
い

も
の

中
/
２

中
/
２

低
い

/
１

中
/
４

低
い

/
２

８
→

低
い

金
融

危
機

や
テ

ロ
な

ど
不

可
抗

力
な

事
象

に
よ

り
、

事
業

が
休

止
ま

た
は

中
止

に
よ

り
、

工
期

が
遅

延
し

た
場

合
。

6
5

自
然

災
害

等
に

よ
り

業
務

の
対

象
範

囲
に

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
○

低
い

/
１

高
い

/
３

高
い

/
３

中
/
３

中
/
３

９
→

中
地

震
に

よ
る

上
部

工
の

落
橋

、
増

水
に

よ
る

上
部

工
の

流
出

が
生

じ
、

設
計

項
目

の
大

幅
な

変
更

が
発

生
し

、
設

計
費

用
の

増
加

、
工

期
の

遅
延

が
生

じ
た

場
合

。

6
6

自
然

災
害

等
に

よ
り

業
務

に
遅

延
が

発
生

し
た

場
合

○
低

い
/
１

高
い

/
３

高
い

/
３

中
/
３

中
/
３

９
→

中
自

然
災

害
に

よ
る

周
辺

道
路

の
陥

没
・
建

設
物

の
倒

壊
等

が
生

じ
、

対
象

範
囲

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
遮

断
さ

れ
、

工
程

の
遅

延
が

生
じ

た
場

合
。

6
7

自
然

災
害

に
よ

り
足

場
の

崩
壊

等
事

故
が

発
生

し
た

場
合

低
い

/
１

高
い

/
３

高
い

/
３

中
/
３

中
/
３

９
→

中
自

然
災

害
に

よ
り

足
場

の
崩

壊
・
高

所
作

業
車

の
転

倒
が

発
生

す
る

。
そ

の
こ

と
に

よ
り

、
第

三
者

被
害

、
人

件
費

の
負

担
増

、
工

期
の

遅
延

が
生

じ
た

場
合

。

6
8

自
然

災
害

に
よ

り
新

た
な

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
○

低
い

/
１

高
い

/
３

高
い

/
３

中
/
３

中
/
３

９
→

中
自

然
災

害
に

よ
り

修
繕

中
の

部
材

に
新

た
な

損
傷

が
発

生
す

る
。

そ
れ

に
伴

い
、

作
業

効
率

の
ロ

ス
が

発
生

し
、

人
件

費
の

負
担

増
、

工
期

の
遅

延
・
作

業
中

止
が

生
じ

た
場

合
。

6
9

受
託

者
に

起
因

す
る

地
域

住
民

と
の

ト
ラ

ブ
ル

・
紛

争
○

○
低

い
/
１

中
/
２

高
い

/
３

低
い

/
２

中
/
３

６
→

低
い

施
工

前
に

地
元

説
明

等
の

不
足

に
よ

り
地

域
住

民
の

合
意

を
得

ら
れ

な
い

。
合

意
が

得
ら

れ
な

い
こ

と
に

よ
り

、
工

程
が

遵
守

さ
れ

な
い

場
合

。

7
0

町
に

起
因

す
る

地
域

住
民

と
の

ト
ラ

ブ
ル

・
紛

争
○

低
い

/
１

中
/
２

高
い

/
３

低
い

/
２

中
/
３

６
→

低
い

施
工

前
に

地
元

説
明

等
の

不
足

に
よ

る
地

域
住

民
の

合
意

を
得

ら
れ

な
い

。
そ

の
た

め
に

、
受

託
者

が
作

業
に

着
手

が
で

き
な

い
、

ま
た

は
、

施
工

前
に

ｽ
ﾄｯ

ﾌ
ﾟす

る
こ

と
で

、
工

程
が

遵
守

さ
れ

な
い

場
合

。

7
1

住
民

同
士

の
ト

ラ
ブ

ル
等

、
町

・
受

託
者

い
ず

れ
の

責
め

に
も

よ
ら

な
い

も
の

低
い

/
１

中
/
２

高
い

/
３

低
い

/
２

中
/
３

６
→

低
い

住
民

同
士

の
ト

ラ
ブ

ル
に

よ
り

、
施

工
が

実
施

で
き

な
い

。
こ

の
場

合
、

作
業

着
手

が
で

き
な

い
場

合
。

7
2

ず
さ

ん
な

安
全

管
理

に
よ

り
足

場
の

崩
壊

等
事

故
が

発
生

し
た

場
合

○
○

低
い

/
１

高
い

/
３

中
/
２

中
/
３

低
い

/
２

６
→

低
い

安
全

計
画

の
立

案
が

不
十

分
の

た
め

、
足

場
の

崩
壊

・
高

所
作

業
車

の
転

倒
等

が
発

生
す

る
。

そ
の

こ
と

に
よ

り
、

第
三

者
被

害
が

発
生

し
た

場
合

。

7
3

自
然

災
害

時
に

起
因

す
る

が
安

全
管

理
の

不
備

に
よ

り
事

故
発

生
・
拡

大
し

た
場

合
○

低
い

/
１

高
い

/
３

中
/
２

中
/
３

低
い

/
２

６
→

低
い

自
然

災
害

発
生

時
の

連
絡

体
制

の
不

備
、

工
事

中
止

基
準

の
不

徹
底

等
に

よ
り

、
高

所
作

業
車

の
転

倒
、

作
業

員
の

転
落

等
が

発
生

し
た

場
合

。

受
託

者
事

前
リ

ス
ク

評
価

リ
ス

ク
評

価
ラ

ン
キ

ン
グ

補
足

説
明

②
補

修
設

計
　

設
計

の
瑕

疵
、

ず
さ

ん
な

管
理

（
工

程
・
安

全
管

理
）
等

の
設

計
者

の
責

に
よ

る
発

生
し

た
リ

ス
ク

は
、

設
計

者
が

分
担

す
る

。
定

期
点

検
で

の
見

逃
し

、
隠

れ
た

瑕
疵

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

（
設

計
費

の
増

大
と

工
期

の
遅

延
等

）
は

、
発

注
者

が
分

担
す

る
。

③
補

修
工

事
　

施
工

の
瑕

疵
、

ず
さ

ん
な

管
理

（
工

程
・
安

全
管

理
）
等

の
施

工
者

の
責

に
よ

る
発

生
し

た
リ

ス
ク

は
、

施
工

者
が

分
担

す
る

。
自

然
災

害
に

起
因

し
た

も
の

で
も

、
安

全
管

理
計

画
の

不
備

に
よ

る
リ

ス
ク

は
、

施
工

者
が

分
担

す
る

。
設

計
ミ

ス
に

よ
る

リ
ス

ク
は

、
設

計
者

が
分

担
す

る
。

事
故

リ
ス

ク

補 修 工 事
協

議
事

項

品
質

リ
ス

ク

協
議

事
項

工
期

延
伸

リ
ス

ク

自
然

災
害

リ
ス

ク

地
域

住
民

対
応

リ
ス

ク

協
議

事
項

補 修 設 計

協
議

事
項

品
質

リ
ス

ク

工
期

延
伸

リ
ス

ク

長 寿 命 化 計 画

リ
ス
ク
分
担
の
基
本
方
針

①
共

通
　

　
  

  
本

事
業

に
影

響
す

る
法

制
度

・
税

制
度

の
変

更
リ

ス
ク

に
つ

い
て

は
、

発
注

者
が

分
担

す
る

。
物

価
変

動
、

技
術

基
準

変
更

、
不

可
抗

力
等

の
発

注
者

・
受

託
者

双
方

の
責

め
に

よ
ら

ず
発

生
し

た
リ

ス
ク

に
つ

い
て

は
、

協
議

に
よ

り
分

担
を

決
定

す
る

。

自
然

災
害

リ
ス

ク

事
故

リ
ス

ク

段
階

リ
ス

ク
の

種
類

N
o
.

リ
ス

ク
の

内
容

田
原

本
町

表
６

 
リ
ス
ク
分
担
表
（

2/
2
)
（
標
準

案
）
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